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第

3
回
百
日
咳
予
防
接
種

( 11月中勾号)

便
利
な
「
県
民
手
帳
」
一
な
お
価
格
は

一

m七
十

日

円

程

度

と

百

円

)

ど

印

鑑

を

持

っ

て

、

県

林

一

概

い

堂

。

J

る

と

と

。

一

録
聞かを
必
ず
抑
え

γ

肘
猟
法
を

の

予

約

募

集

.

一
な
っ
て
い
ま
す
。
(
庶
務
課
)

務
課
へ
出
せ
ば
、

狩
猟
免
状
ま
た
士

一、
銃
を
す
ぐ
使
え
る
よ
う
な
状
一
よ
く
守
る
乙
と
。

長
崎
県
統
計
協
会
で
は

「塁

手
瓦

E
E引
劃

は

五

銀
煎
が
交
付
さ

れ
る
。
一
号
、
む
き
だ
し
の
ま
ま
で

2
0狩
猟

法

の

制

限

に

帳
」
昭
和
一一一十一一一倍
版
の
予
約
閉

一

十

》

一

一 と
三

続

は
非
常
に
か
ん
た
ん
に
一あ
る
く
乙
と
の
で
き
る
場
合
は
、
一
つ

い

て

知

っ

て

い

な

込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
一
農
林
統
言
調
査
。
一
む
よ
い
よ
狩
愛
カ
ま
ち
に
ま
つ一

な
い。

一
甲
く
で
き
る
の
で
、
必
ず
手
続
を
一次
の
場
合
だ
け
に
限
る
。

一
す

こ
の
手
帳
は
一
百
八
百
の
ポ
ケ
ツ

一肢
体
省
出
林

議

長

話

章

一
た
狩
猟
叫
に
入
り
ま
し
た
。

狩
猟

一
こ
の

「明
特
許
可
」
と
い
う
の
は

τて

「免
状
、
登
録
票
」
妻

η
一

①
狩
猟
法
で
定
め
ら
れ
た
場
所
一

l
れ

ば

な

ら

な

い

こ

ト
型
の
も
の
で
、
日
記
、

参
考
書

玄
ひ
に
全
国
際
統
計
協
会
協
議
耳

目

十

一
月
一
日
か
ら
ぎ
の
一
課
免
状
や
狩
猟
登
録
と
は
別
の

一て
か
ら

誌

や
す
る
と
と
。

一

時
刻
、

方
法
で
狩
猟
す
る
場
合
一
と

が

ら

(当
用
棋
字
表
な
ど
)
各
種
統
計
一
会
で
は
、
農
林
統
計
調
査
機
構
が
一
三
月
十
音
寺
、
百
三
十
五
日
一
も
の
で
、
狩
猟
す
る
、
し
な
い
に
一
た
だ
し
主
持
た
な
い
人
が
他
一
@
公
安
委
員
会
の
持
定
を
つ
け

一
一
、
誤
関
口
毎
年
十

一
月一

資
料
乙
の
ほ
か
わ
れ
わ
れ
に
直
接
一
創
設
さ
れ
て
か
ら
、
本
年
で
澗
十
一
聞
で
あ
り
ま
す
。
一
関
係
な
く
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
一
人
の
響
借
り
て
狩
猟
を
す
る
一
た
射
撃
で
射
撃
の
練
習
や
蹴
一
日
か
皇

室
月
十
五
日
ま
で
、

つ
な
が
り
の
あ
る
長
崎
県
の
概
要

一年
を
迎
え
た
の
で
、
と
れ
を
記
念
一
現
在
ま
で
大
村
替
察
署
を
通
じ
て

一
乙
の
手
続
は
住
居
州
為
管
制
す
る
一
た
め
に
願
習
を
出
し
て
も
交
付一

技
を
す
る
場

合

。

一

(鳥
獣
の
部
類
に
よ
っ
て
期
聞
が

な
ど
日
常
必
要
な
と
と
が
数
多
く

一し
て
関
係
者
並
び
に
そ
一
般
企
公
安
蚕
員
会
の
所
持
許
可
証
を
受
言
明
署
ヘ
銃
寄
っ
て
許
可
願
書
一

さ
れ
な
い
。

一
家
の
庭
先
や
空
地
に

「喜

三

話

さ
れ
る
)

収
録
さ
れ
て
お
り
、
例
作
灯
ザ
ぜ
一ら
懸
賞
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
一
け
た
銃
器
は
、
猟
銃
二
百
四
十
九
一
巻
出
す
と
、
そ
の
後
に
鞍
繁
か
ら
一

(大
村
で
は
猟
友
会
事
務
所
北
一
そ
お
い
て
空
気
銃
の
射
撃
綿
密
〕一二
、
時
刻
H
H
の
川
か
ら
日
没
ま

う
げ
て
お
り
ま
す
。

一

締
切
は
十
二
月
十
日
で
募
集
内
容
一
挺
、
空
気
銃
白
四
十
一
挺
で
あ
り
一

許
可
の
通
知
が
あ
り
、
そ
の
通
知
一
村
火
薬
自
で
便
宜
を
は
か
つ
て
一
を
す
る
と
と
は
、
か
た
ぐ
禁
止
一
で
。

ご
希
望
の
方
は
十

一月
末
日
ま
で

一そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

一ま
す
。
手
続
を
し
て
い
な
い
万
は
一
曹
と
、
印
鑑
、
手
数
料
二
百
円

返
一
い
る
o

)

一
さ
れ
て
い
る
。

「空
気
銃
の
射一

一二
、
場
所
日
次
の
場
所
で
は
狩
抑

③
貸
付
利
率

ム
受
診
料
は
無
料

・

一

早

め
に
市
役
所
庶
務
視
ヘ
申
し
込

一は
庶
務
課
ヘ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
一
今
す
ぐ
手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
一
気
銃
は
百
円
)
を
持
つ
で
願
寄
至

。

銃

器

、

空

気

銃

の

一

撃
を
簡
単
に
売
え
て
い
る
人
が
一
円
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

④
償

濯

期

間

ム

受

診

者

は

健

康

手

帳
を
持
参
の

一
み
く
だ
さ
い
。

一

(

庶

務

課

)

一
銃
栂
は
相
当
の
危
険
を
伴
う
の
で
一
出
し
た
特
察
署
へ
行
け
ば
許
可
証
一
持
ち

は

こ
び

に

は

制

一
あ
る
が
、
誤
解
な
き
ょ
う
ま
思
一
州
市
街
地
、
人
家
密
集
地
区
、

重

量

口

十

五

年
以
内

(掘
一

乙
と。

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

そ

れ

相

当

の

手

続

と

注

意

毒

す

一

室

す

乙

と

に

な

っ

て

い

る

。

一

限

が

あ

る

一

す

る

と

と

。

)

一

多

人

数

の

集

合

す

る

場

所

置
三
年
)

一

ム

各

自

長

大
の
種
を
適
当
な
一

市

内

の

観

光

潟

真

募

集

一

る

と

と

は
皆
さ
ん
が
よ
く
ど

承
知
一
た
だ
ル
十
す
清
次
に
A
一
て

裂

や

空
気
銃
喜

ち

運
ぶ
一
。

狩

猟

を

す

る

場

合

一

例
禁
猟
区
、
鳥
獣
保
護
区

補
修
の
場
合
八
年
以
内

(
据
置
一
容
器
じ
入
れ
て
持
参

ω乙
と
。
一

一の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
な
か
に
一
ど
ん
J

銃

'
5日
7
7ら
7

一場
台
に
は
次
の
制
限
が
あ
る
。
一

の

注

意

事

項

一

公

道

、
公
園

一
年
)

一

寸

l
l
1
1
1
1
|一
一

〆

切

陀
月
れ
目
、

多

数

応

募

く

だ

さ

い

一
は
法
令
ぞ
知
ら
な
か
っ
た

り

、

無

一

ぃ

。

一

①
所
持
許
可
証
脅
携
行
す
る
と
一

①
銃
の
明
持
時
l
J
一護

老
行
す

一
同
神
社
、
お
寺
の
境
内
、
墓
地

掃
討
立
甲
山
吐
週百川町的
ω吋

M2
詰
詑
諸
悪
器
豊
川内刈
山れ例制
問一日い
②制作
開設一

MB語
路町
一山
一
理
詰

分
が
半
分
以
上
あ
る
と
き
は
上
一

大
村

市
立
病
院

一
二
十
人
一
一

一

時

特

伝

駐

日

間

訪

日

開

刊

誌
一
令
を
よ
く
守
っ
て
、
十

分

の

注

意

狩

ザ

ド

は

、

猟
銃
な
ら一

日

月

日

日

か

ら

検

査

一問
、
狩
猟
し
て
よ
い
鳥
獣

舗
、
事
務
所
に
も
貸
付
け
る
。
一
「

I
l
l
i
-
-
L一
一

一

を
払
い
事
故
を
起
き
な
い
よ
う
に
一

一

一

長
し
て
よ
い
鳥
や
猷
の
種
類
と

可
ま
一

へ彊
祉
事
問
一吉

一

あ
る
嵐
層
、
行
事
、
連
築
物
、

一
の
。

一

し

て

く

だ

さ

い

。

一

乙
種
狩
猟
免
状

l
A
!
?

空
一な
お
猟
銃
、

空
気
銃
の
検
重
次
ム
十
三
日

田
下
郷
、

禿
鶴
雄
万
一
そ
の
期
間
は
鳥
や
献
に
よ
っ
て
違

補
修
H
住
宅
規
棋
に
っ
し
て
l
一

l

i

-

-
-

J

I

l
l

i

-

-

一ム
締
切
十
二
月
十
H
ま

で

、

市

一

一

気

銃

な

ら

狩

猟

登

録

票
を
も
っ
て
一の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
猟
銃
一

(
萱
階
地
区
)
一
?
っ

か
ら
乙
れ
に
違
反
す
れ
ば
無
免

ム
号

じ

も

融

資

の

対

象一

部

落

公

殺

電

話

の

喜

一

昨

暗

号

各

写

一
雪

崩

制

下

日

一

口

都

知

事

ら

つ
に
一

時
間

信

号

一ム
+

四

日

除

草

区
)
一

等

録
の
狩
猟
と
同
誌
を

ム

時

一

宮

廷

で

一電
言
電

h
時
計
J
H
h
H
h
cと

一ム
門

司

十

肝

心

揺

れ

一一

一

れ

れ

は

買

っ

た

り

一

説

話

M
F抑
制

一

日

計

十

百

喜

一一階

一

ム

十

五

日

原

口

北

野

)
一五
十

時

ン

の
心
得

空

気

銃

も

許

可

を

二
回
目
を
終
え
た
人
は
必
ず

18日

20日

住
宅
復
興
に
融
資

主

借

家

に

も

&
44F
圃

日

一
住
宅
金
融
公
叫
で
ほ
七
月

初

一

災
害
に
よ
る
住
宅
の
復
興

月
一
補
修
資
金

ω貸
付
は
去
る

1
占
八
月
末
ま
で
で

一
応
締

ω

り
ま
し
た
が
、
再
度
次
の
と
お
り

受
付
け
ま
ず
か
ら
、
借
受
希
望
の

万
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

。
災
害
復
興
住
宅

∞
新
築
の
場
甘
い
坪
当
り
一一
万
凶

千
円
、

一一
戸
当
り
二
十
二
万
円

ま
で、

土
地
代
は
土
地
が
流
失
一
昭
和
三
十
二
年
度
七
月
か
ら
九
月
一

し
て
新
た
に
隣
人
ず
る
よ
う
な
一
ま
で
の
国
民
飽
康
保
険
料
の
滞
納
一

場
合
は
一

戸
当
り
三
万
円
以
内
一
分
に
対
し
、
十

一
月
十
六
日
付
で

一

②
補
修

ω場
合
一
戸
当
り
四
万
一督
促
状
を
出
す
予
定
で
あ
り
ま
す
一

円
か
ら
十
二
万
円
ま
で
督
促
状
を
出
苛
と
、
保
険
料
の一

(第156号)

百
日
咳
予
防
接
種
の
第
三
回
目
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

第
二
回
接
種
を
終
っ
た
人
は
、
も

れ
な
く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
追
加
免
疫
者
(
昨
年
三
回

終
了
者
)
も
接
種
で
き
ま
す。

接
種
料
金
は
一

人
当
り
三
十
円
。

実

施

場

所

と

期

日

りよ

三
浦
出
張
所

一日
月
臼
日

鈴
田

9

一
，
初
日

市

役

所

一
ク
四
日

中
央
公
良
舘

一

タ
印
日

池
田
敬
老
院

一
ク

四
日

市

立

病

院

一
ク
初
日

竹
松
出
張
所

一
タ

初
日

松
原

ρ

一

夕

刊

日

萱
瀬

一

ク

叩
臼

福
重

一
ク

m
d

アご政市村

{< 1-

大

実
施
時
間
は
午
後
一

時
か
ら
三
時

ま
で
。
母
子
手
帳
持
参
の
乙
と
。

(保
険
衛
生
課
)

昭和 32年 11月10日(一)

年
五
分
五
厘

転
出
入
(
布
内
移
動
も
含
む
)
の

場

合

は

必

ず

町

務

連

絡

委

員

(
町
総
代
)

を

経

て

、

市

民

課

(

出

張

所

)

へ
届

出

て

く

だ

さ

い

。



(二)(第156号)

通
行
順
位

法
律
は
、
一
部
馬
お
よ
び
軌
道

車
相
互
間
の
通
行
に
つ
い
て
の

順
位
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い

ま
す
。①

緊
急
自
動
車
(
サ
イ
レ
ン

赤
色
灯
を
と
り
付
け
て
い
る
。
)

②
軌
道
車

①
緊
急
自
動
車
以
外
の
自
動

車

(
大
部
分
の
自
動
車
が
と
れ

に
該
当
す
る
。
)

④
原
動
機
付
自
転
車

⑤
自
動
車
お
よ
び
原
動
機
付

自
転
車
以
列
の
車
馬

自
動
車
相
互
間
の
順
位
は
、
そ

れ
ぞ
れ
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い

る
最
高
速
度
の
順
位
に
よ
る
と

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
後
の
順
位
に
な
っ
て

い
る
も
の
は
、
先
順
位
の
も
の

に
進
路
を
難
ず
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
速
度

の
速
い
車
が
道
路
の
中
央
に
沿

い
、
速
度
の
お
そ
い
草
ほ
ど
外

側
に
よ
り
ま
ず
か
ら
、
自
転
車

は
左
端
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま

す
。交

文
点
に
お
け
る

車
馬
の
右
折
、
左
折

右
折
れ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め

そ
の
前
か
ら
、
で
き
る
限
り
道

路
の
左
側
に
よ
っ
て
徐
行
し
て

廻
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

右
折
の
場
合
、
乙
の
場
合
は
自

動
車
と
、
自
動
車
以
外
の
車
馬

と
は
違
い
ま
す
。

自
動
車
は
あ
ら
か
じ
め
、
道
路

りよ7ご政市村大昭和 32年 11月 10日

右
折
す
る
と
き
自
動
車
以
外

の
車
馬
は
左
側
を
大
廻
り

第
六
回
料
理
教
室

の
中
央
に
よ
っ
て
、
交
叉
点
の

巾
心
の
真
近
の
例
側
を
、
徐
行

し
て
廻
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
(
特
に
中
日
め
ら
れ
た
交
叉

点
で
は
、
常
に
交
叉
点
の
中
心

の
莞
也
内
側
を
、
徐
行
し
て
廻

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
)

自
動
車
以
列
の
車
馬
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
道
断
の
左
側
に
よ

っ
て
交
叉
点
の
中
心
か
ら
離
れ

た
外
側
を
、

徐
行
し
て
廻
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

信
旬
に
従
っ
て
右
折
す
る
と

き
も

「進
め
」
で
と
の
よ
う
に

し
て
進
め
ば
よ
い
わ
け
で
す
が

自
動
車
以
列
の
車
馬
の
場
合
は

「進
め
」
で
交
叉
点
の
中
心
か

ら
離
れ
た
列
側
ま
で
進
み
、
新

方
向
が

「進
め
」
に
な
る
ま
で

符
た
ね
ば
な
り
玄
せ
ん
。

せ
ま
レ
道
路
か
ら

康
い
道
路
に
出
る

と
き

車
馬
な
ど
が
、
狭
い
道
路
か

ら
以
い
道
院
に
出
ょ
う
と
す
る

と
き
は
、

一
時
停
車
す
る
か
、

徐
行
し
て
、
広
い
道
路
に
あ
る

車
馬
、
ま
た
は
軌
道
草
に
進
路

を
ゆ
づ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
せ
ま
い
道
か
ら
広
い
道
托
出

る
と
き
は
、
必
ず

一
旦
停
車

し
て
左
右
の
安
全
を
た
し
か

め
る

ど
ち
ら
が
広
い
道
路
か
だ
め
に

く
い
道
路
な
ど
で
公
安
委
員
会

が
必
要
と
認
め
た
場
所
に
は
、

ご
時
停
止
」
の
道
路岡
田識
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
ず
か
ら、

と

れ
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん。

車
馬
が
徐
行
し
な

け
れ
ば
な
、
わ
な
い

場
所

①
見
と
お
し
の
き
か
な
い
交

叉
点②

見
と
お
し
の
き
か
な
い
坂

の
頂
上
阿
近

③
曲
り
角

④
横
断
歩
道
ま
た
は
雑
踏
の

場
所①

乙
う
配
の
急
な
坂

⑥
組
曲
の
あ
る
場
所

⑦
そ
の
他
特
に
指
定
さ
れ
た

場
所
、
で
は
徐
行
し
な
け
れ
は

な
り
ま
せ
ん
。

と
の
う
ち

ωか
ら
④
ま
で
の

場
所
で
は
特
に
普
音
器

「ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
ベ
ル
な
ど
)
、
掛

声
そ
の
他
の
合
図
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

合

図

車
馬
の
操
縦
者
は

「発
進
」

「
右
折
」
「
左
折
」
「
徐
行
」

「停
止
」
「
後
退
し
さ

Zす

る
と
き
」
ま
た
は
「
後
方
の
車

馬
な
ど
に
追
越
さ
せ
よ
う
と
す

る
と
き
」
は
、
手
、
方
向
指
示

器
そ
の
他
の
万
法
で
合
図
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

凶い
左
折
し
よ
?
?と
す
る
場
合

左
腕
を
左
万
車
体
列
に
水
卒

に
の
ば
し、

ま
た
は
右
腕
を
右

方
車
体
外
に
あ
げ
る
。

同
右
折
し
よ
う
と
す
る
場
合

右
腕
を
右
万
車
体
何
に
ぷ
平

に
の
ば
し、

ま
た
は
が
腕
を
左

万
一車
体
外
に
あ
げ
る
。

同
徐
行
し
ま
た
は
停
止
し
ょ

う
と
す
る
場
合

右
腕
ま
た
は
左
腕
を
右
万
一車

体
外
ま
た
は
左
万
車
体
外
に
斜

め
下

ι出
す
。

…，d
叫
す
か

町
内
ド
，
J

，
ee

oaF
U
f汽
J
入。れ

ム
期
同
十
一
月
二
十
日
午
後

一
時

t
二一
時

ム
場
所
中
央
公
民
舘

① 

川
後
万
の
一
部
馬
に
迫
越
さ
せ

よ
v
?
と
す
る
場
合

れ
腕
ま
た
は
左
腕
を
布
万
ψ

体制
Y

ま
た
は
在
方
市
体
外
に
の

は
し
手
を
前
後
に
動
か
し
て
迫

越
し
を
促
J
9
0

夜
間
の
無
灯
火
は

危
険

道
路
を
通
行
す
る
車
馬
ま
た

は
軌
道
車
は
灯
火
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
灯
火
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
?

そ
れ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
乙
ま
か
い
規
則
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
自
動
車
に
つ
い
て
は

「前
照
灯
」
「
市
幅
灯
」

「尾

崎
」
制
動

m、
事
情
旬
燈
、
後
退

崎
、
補
助
的
照
慣
が
あ
り
ま
す

①
原
動
機
何
自
転
車
は
左
の

基
準
に
適
、
す
る
前
照
燈
-
個

を
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
前
照
灯
の
色
は
白
色
ま
た

は
淡
黄
色
で
あ
る
乙
と
。

二、

前
照
灯
は
夜
間
十
五
米
前

方
に
あ
る
交
通
上
の
陣
害
物

を
確
認
で
き
る
性
能
を
有
す

る
乙
と
。

一
二
、
前
照
灯
の
照
光
線
は
進
行

方
向
を
正
射
し
、
主
光
軸
は

前
万
十
五
米
に
お
け
る
地
面

か
ら
の
高
さ
が
0
・
究
米
を

乙
え
な
い
乙
と
。

⑨
自
動
配

、
原
動
機
付
自
転

車
以
外
の
諸
一
阜
の
灯
火

自
動
車
お
よ
び
原
動
機
付
自

転
車
以
外
の
諸
車
の
操
縦
者
は

夜
間
前
方
を
1
分
に
照
射
で
き

る
灯
火
お
よ
び
尾
燈
を
つ
け
な

け
れ
ば
ぼ
ら
な
い
。
た
だ
し
赤

色
の
世
部
反
射
精
を
備
え
た
場

合
は
尾
灯
伝
つ
け
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る。

③
自
転
車
の
間
関
灯
が
発
電

装
置
で
あ
る
と
き
は
、
主
光
軸

が
前
万
寸
丘
米
に
お
け
る
地
面

か
ら

ω高
さ
が
0
・
五
米
を
乙

え
で
は
な
ら
な
い
。

@
後
部
反
射
器
は
荷
車
、
牛

馬
、
馬
車
は
相
当
有
到
反
射
面

積
の
も
の
ニ
倒
を
荷
台
の
後
面

側
に
、
自
転
車
そ
の
他
の
諸
車

は一

一個
を
車
体
の
後
面
に
備
え

い
ず
れ
も
夜
間
自
動
車
の
削
照

灯
に
よ
り
三
十
米
以
上
の
匝
離

ム
献
立

追車自 ま で安乙 れえて 前うに なしてずに他 ~--d.性信Eρ れ正的転車 き防止いるを

む臨時皇室 長政時 四 哲 車 郡 豊富諸説 叩態亡 作品諸問羽生主流努会民民
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対

面

交

通

車

は

左

人

は

右

①
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
ト
マ
ト
ソ
l
ス
煮

@
と
?
?
ゐ
サ
ラ
ダ

し
か
し
鈴
田、

諌
早
は
ま
だ
ひ
と
一
奉
仕
し
て
い
た
だ
い
た
生
徒
一
同
一
会
福
祉
問
議
会

A
O
架
子
三
十
一
ゴ
ム
風
船
六
十
側
、
プ
ラ
ス
チ

い
と
と
を
新
聞
で
見
て
、
わ
た
く
一
は
自
家
の

m
mな
ど
の
復
旧
ー
も
あ
一
閉
旬
、
花

八

東

拡
似

合

旦

ツ
ク
腿
コ
マ
六
十
例

長
崎
市

し
一
人
で
は
な
い
、
何
と
か
し
な
一
り
な
が
ら
、
あ
の
真
哀
れ
昨
刊
に

一料
閣
議
竺
十
七

名

昭
一日間
制
品
百
一

城
山

E
…場
型
暦

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
き
に
、

一
骨
身
森
川
し
支
ず
、
休
加
し
て
や
一
ム
。
紙
芝
山
出
火
山
抗
日
間
前
上
一
ム
九
月

一
日

幼
児
絵
本
二
十
冊
一

資
制
中
学
校
荒
棚
、
坂
口
地
区
生
一
っ
て
く
だ
さ
い
と
申
し
て
も
、
と
一
太
久
馬
心
。
ビ
タ
ミ
ン
入
米
二
池
田
・及

川

野
英
昭

一

徒

一
同

(三
年

B
組
今
一
回
恵
美
君
一
ん
な
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
と
一

O
同
武
田
襲
品
工
業
株
式
会
社
一
ム
同
六
日
幼
児
絵
本
三
十
ご
附一

列
十
四
名
)
か
ら
復
旧
奉
仕
作
業
一お
茶
も
口
に
せ
ず
ほ
ん
と
ろ
に
二
ム
二
十
三
日
開
紙
一
メ
、
算
子
二
一
泊
回
十
区
上
回
マ

ミ

一

の
申
し
出
が
あ
り
八
月
十
一
日
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
一
袋
町
平
鮒
人
会

ム
二
十
七
日
竹
一

ム
同
二
十
七
日

鉛
前
六
十
本
、
一

家

屋

復

日

に

奉

仕

の

一
寸
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
堤
富山一

お
騒
で
、
わ
た
く
し
の
復
旧
、
立
一
コ
京
池
田
永
開
問

彦

一

ゴ

ム
風
船
六
十
仰
(
運
動
会
用
)
一

萱
瀬
中
生
徒
に
感
謝
一
跡
の
整
理
、
移
転
先
に
聞
い
る
家
一
上
り
へ
の
窓
猷
を
奮
起
さ
せ
て
い
一

品

組
事
務
所
)

一

長
崎
開
城
山
肺
馬

場

暫

賠

一

一屋
の
基
雌
石
の
集
柏
な
と
大
人
に
一

た
だ
き
、
心
か
ら
翠
仕
し
て
く
だ
一

1
1
1
1
1
-
-
ー
ー

一

一

わ
た
ぐ
し
の
を
七
月
の
水
害
で
一
勝
る
お
力
添
え
に
よ
り、

無
事
家
否
っ
た
生
徒
一
聞
に
感
謝
の
語

一

呆

育

児

童

ヘ

贈

物

一

萱

瀬

地

区

が
優

勝

一

全
壊
し
、
一
時
は
ど
ん
な
に
な
る
一屋
の
建
築
め
終
り
十

一
月
一
言
文
一
で
い
っ
ぱ
い
で
筆
を
と
っ
た
次
第一

{

一

一

乙
と
か
と
気
も
速
く
な
り
そ
う
で
一
化
の
臼
に
移
住
す
る
こ
と
が
で
き
一で
ご
ざ
い
ま

す

。

一

(

四

月

t
九
月
・
乱
田
保
育
所

・

一

市

青

協

の
体

育

大

会

一

し
た
。

一

ま
し
た
。

一

(

荒

瀬

郷

今

里

強

ニ

)

一
椴
称
略
)

一
大
村
市
青
年
間
連
絡
協
議
会
で
は
一

一ム
四
月
十
五
日

幼
児
絵
本
八
冊
一
十
月
イ
一
二
日
市
営
陸
上
競
技
場
で
一

敬

老

院

へ

慰

問

一回

肴

五

百

匁

池

田

霊

法

二

住

宅
前
回

ム

十
四
日
菓
子
三
十
一

池
田
丸
灰
岩
井
孝
司

一
体
育
大
会
議

き

、
重

警

に一

と

寄

贈

者

芳

名

一ム
十
二
、
十
五
、

二
十
二
日
民

友

て

箱

西

大
村
婦
人
会
ム
£
一
ム
同
二
十
六
日
幼
児
服
(銭

)
一
若
人
の
意
気
と
力
で
訟
を
く
り

一

一新
聞
十
五
郎
民
一
九
新
聞
大
村
販
売
一
子
二
箱

(大
)
大
村
背
任
会
議
所
一
一
一一着
、
下
着
類
六
点
、
文
房
具
一
ひ
ろ
げ
た
が
、

総
合
戚
績
で
は
軍
一

(
七
月
一
日

t
九
月
三
十
日
、
)
一
回
ム
二
十
五
日
高

三

十
五
丁
一
ム
十
五
日
花
八
束
、
成
宮
沢
山
一
類
整
池
田
直
上
回
マ
ミ
一
柳
青
年

男

優

勝

し

た

。

一

(敬

称

略

)

一

池
田
住
宅
金

軍

一川
一

品

回

全

ろ

う

学

校

令

室

室

、

製

玄
五
月
二
日
鯉
の
ぼ
り
(小
型
)
一
な
お
二
宮
下
の
順
位
防
次
の
と

一

ム
七
月
十
日
雑
誌
十
問

中
諏
訪
一
九
月
四
日
雑
誌
図
書
ニ
宵
聞
大
一
作
品
沢
山

言
泉
新

A
o
り

ん

一

十

本

本

町

松

本

商

問

一

お

り

。

一

町
相
葉
丘
二
十
八
日
水
害
見
知
一
村
市
教
育
委
員
会

ム
四
白
紙
芝
一
ご
一
箱

(大
)
六
十
八
個
人
水
↓
ム
七
月
六
日

七
夕
笹
竹
一

本

一

二
位
竹
松
青
年
団
、一
ニ
位
三
浦
、
一

知
事
代
理
畏
田
県
教
育
長
ム
同
一
居
実
演

諏
訪
八
区
豊
岡
丈
九
郎
一
回
住
宅
二
区
楠
田
初
男
ム
十
六
一

・池
伊
郷
一
嗣
シ
メ

一
四
位
松
原
、
有
位
鈴
回
、
六
位
福

一

諏
勧
郷
申
井
照
一

ム
八
月
十
四
一
心
九
日
週
刊
朝
日
二
削
杭
出
津
一
日
筒
ば
ん
三
十
四
包
大
村
市
社

一ム
八
月
二
十
八
日
鉛
艇
部
六
十
本
一

室

「

市
教
委
」

一

翻
糊
欄
繍
濁
瀦
議
離
閥
棚
網
棚
繍
難
題
閥
輔
繭
闘
瞳
圏
一

「女
性
」
は
「
産
む
力
」
の
持
主
一
び
、
そ
の
聞
に
生
れ
た

「子」

と
一
れ
る
と
き
は
な
い
。一

は
男
に一

酬
司
毅
附
時
間
際
糊
掛
搬
消
欄
憾
糊
議
脳
鵬
附
醐
調
刈
瞬
一
で
あ
り
ま

す

。

一

の

聞

に

我

々
は
。
親
子
関
係
が
あ
一

と
っ
て
o
自
分
の
子
。
と
い
う
一

隅
齢
駒
榔
網
除
制
糊
腕
騎
麟
問
削
噛
鱒
蜘
融
機
岨
蜘
隅
島
町
髄
一
乙
の
い
み
じ
く
も
た
の
も
し
い

「
一る
9
と
称
し
て
い
ま
す

。

一

の

が

腕

に

落

ち
な
い
。
ど
う
し
一

目

車

問

臨

震

睡

眠

健

期
臨
麟
僻
魁
臨
腕
臨
圏
闇
醐
臨
園
田

一
産
ま
す
力
」
の
持
主
で
あ
る
男
性
一さ
て

「
親
子
」
の
関
係
の
有
無
の
一
て
も
そ
う
い
う
云
い
か
た
を
し
一

(
第

こ

各

論

)

一

、

出

生

(
一
ノ

一
)
一
と
「
産
む
力
」
の
持
主
で
あ
る
女
一認

定

、
極
め
て
明
瞭
の
よ
う
で

一
た
い
な

?

と
の
子
は
自
分
の
一

一性
と
が
時
期
至
っ
て
結
合
し
、
子
一
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
一
要
の
子
だ
。
と
い
う
べ
き
で
、一

出
生
は
自
然
人
が
権
利
の
主
体
と
一
あ
り
、
か
つ
届
出
事
件
数
も
最
一
孫
繁
栄
の
た
め
の
営
み
を
な
す
乙
一
と
な
か
な
か
材
瞭
で
あ
り
ま
せ
ん
一

そ
の
舛
に
習
い
万
は
な
い
は
ず
一

な
る
始
期
で
あ
っ
て
、
人
聞
が
人
一
も
多
く
、
人
闘
が
と
の
世
に
生
一
と
は
、
人
類
の
種
族
保
存
の
本
能
一

x

，

x

x

一

だ
。
真
理
を
い
え
ば
、

誰
が
そ

目

聞
と
し
て
認
め
ら
れ
る
最
初
の
と
一

れ

て
東
れ
ば
能
で
も
必
ず
厄
介
一
と
し
て
人
類
が
人
類
と
し
て
の
歴一

次
に
ど
参
宍
ま
で
に
「
全
戸
連
一

の
子
の
父
親
で
あ
る
か
は
、
事

き
で
あ
り
ま
す
。
(民
法
一
ノ
三
)
一
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
届
一
史
を
始
め
る
以
前
か
ら
の
普
遍
の

一
機
関
紙
江
戸
籍
第
五
O
号」

に
一
実
上
誰
に
も
わ
か
る
も
の
で
は

し
た
が
っ
て
出
生
の
届
出
は
そ
の
一
出
で
あ
り
ま
す
。

一

原

理

で

あ
り
ま
す
。

一

掲
賦
さ
れ
た
配
事
を
ど
紹
介
し
一
な
い
。

そ
の
子
の
母
親
に
だ
っ

権
利
の
主
体
と
し
て
の
始
期
を
登

一
し
た
が
っ
て
乙
の
よ
う
な
見
地
一
と
の
普
遍
の
原
理
に
基
く
男
女
一

ま
す
が
、
ど
う
し
て
、
ど
う
し
一
て
わ
か
ら
な
い
。
と
い
う
の
が

録
す
る
乙
と
に
な

タ

@
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス

(申
央
公
民
館
)


